






Effects of Instructing Elementary School Children to Write Concrete Examples



















































































































































































































































































































































































































































































































































数字  38 16 42.1
場面の中心  16  3 18.7
品名  25  9 36.0
会話  75 35 46.6
154 63 40.9
出現率（％）は小数第2位を切り捨て
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童については、選んだ視点のうち、1点以上が文
中に現れていれば出現したとする。
【考察】
　①94人の児童が最も多く選んだ視点は会話で
あった。以下、数字、品名の順であった。
　②選んだ視点を用いて書き直しや書き足しが
できた割合（出現率）は会話、数字の順に高
った。
Ⅶ．結論と今後の課題
　今回のテーマ「家の手伝い」においては、会話
や数字を用いて書き足しや書き直しを行う指導
が児童にとって取り組みやすく、指導の効果が
出る視点であった。
　今後は他のテーマや他の観点についても実践
検証を行う必要がある。教科書の教材だけを指
導していては、具体的事例を書く力の育成には
つながらない。高学年になるほど、重点が置か
れない傾向があるため、新しい教材開発を進め
ていくことが重要である。今後は、具体的に書
く指導や添削の仕方、具体的事例を詳しく書い
たことによる考察への影響、そして令和2年度版
となる新教科書の検討などを課題とし、今後の
研究を進めていく。

注
注1 読売新聞教育ネットワーク事務局、「『書かせる大
学』のススメ」『大学の実力2017』pp.11-13（2016）。
全国的な調査の結果を踏まえ、大学における書く
力育成について、組織的な対応の必要性が述べ
られている。
注2 科学論文の書き方を援用し、学校教育における書
き方指導を提案する方針から、下記の3冊を用いて
いる。田中義麿・田中潔、『科学論文の書き方』裳
華房（1929）、第13版（第2回全改訂版）（1957）、
増補第32版（1987）。田中潔、『実用的な科学論
文の書き方』裳 華 房（1983）第1版、第5版2刷
（1991）、追補第6版第3刷（1996）〈『科学論文の書
き方』（1929）のダイジェスト版と改訂版を兼ねたもの
（同書の序言より）〉。田中潔、『手ぎわよい科学論
文の仕上げ方』共立出版（1982）第1版、第2版（全
面改訂）（1994）。
注3 國府田祐子、「3段階文章指導法を用いた論理的
文章の書き方指導―小学校3年生における実践と
評価―」『松本大学教育総合研究創刊号』pp.19-
31（2017）。小学校で帰納的思考を指導する意義
の概略を載せている。
注4 冨安慎吾、「帰納・演繹」『国語科重要用語事典』
明治図書 p.231、（2018）。
注5 平成27年度小学校国語科教科書3社とは、東京
書籍『新しい国語』（全10冊）、教育出版『ひろが
る言葉　小学校国語』（全12冊）、光村図書『国語』
（全10冊）の第1学年から第6学年である。
注6 2019年2月12-15日、東京都内公立小学4年生3クラ
ス、担任教諭3名と執筆者による検証。この公立小
学校は執筆者が研究講師として定期的に訪問し
ている学校で、学年全体の協力が得られている。
注7 市毛勝雄、「『小論文の書き方指導』の教材・教
具・指導技術」『小論文の書き方指導　4時間の
授業で「導入」から「評価」まで』明治図書、pp。
100-109（2010）を用い、一部、研究目的に合わせ
改変している。
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論理的文章指導における小学生に具体的事例を書かせることの効果
　本研究は2019年度松本大学研究助成を受けて
いる。
